
　３月19日㈯、龍谷大学福祉フォーラムでは、第14
回専門セミナー『支援困難ケースのアセスメント
とチーム連携を考える研修会』を本学瀬田学舎REC
小ホールで開催しました。
　権利擁護の支援を必要とする多くの方が、複雑で
多岐にわたる課題を抱えており、高齢者をはじめ相
談支援者の多くが解決の糸口を見いだせず悩んで
います。支援を必要とする方が、現在抱えている解
決すべき問題点等の答えを導き出すための課題を
分析するというアセスメントの基本を学ぶととも
に、福祉職、医療職、司法職などが連携できる支援
チーム作りの重要性を考えました。
　まず始めに、NPO法人甲賀湖南成年後見セン
ターぱんじーの 桐高　とよみ 氏に「ぱんじーがめ
ざす権利擁護支援」について御報告いただき、その
後、本学社会学部 山田　容 准教授から「アセスメ
ントとチームアプローチ」について講義および解説
を行いました。

　今回のセミナーには司法書士14名、福祉関係職21
名の方が参加し、それぞれの視点を共有しながら異
職種間のチーム連携を行うことによって、チームア
プローチの重要性を再確認することができました。

★様々な職種の方のいろいろな視点に接する
ことができ大変参考になった

★支援に関しチーム連携が重要であることを
改めて感じることができた

★アセスメントの重要性が再確認できた
★他職種の方と意見交換をする機会がなかっ

たので貴重な研修会だったと感じている。

（参加者の声）

第14回専門セミナー
『支援困難ケースのアセスメントと

チーム連携を考える研修会』
日　　時：2016年３月19日㈯　13:00～16:00
会　　場：本学瀬田キャンパスREC小ホール
講　　師：山田　容（本学社会学部准教授）
事例報告：桐高　とよみ 氏（NPO法人甲賀・湖南成年後見センターぱんじー）

お問い合わせ
龍谷大学福祉フォーラム事務局（REC 滋賀）

〒520-2194 滋賀県大津市瀬田大江町横谷 1-5
Tel 077-544-7291　Fax 077-543-7771
E-mail　r-fukushi@ad.ryukoku.ac.jp
ホームページ　http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/fukushi/

JR 琵琶湖線「瀬田」駅下車
帝産バス「龍谷大学」行き（約 8 分）

名神高速「瀬田西 IC」（大阪方面から）
「瀬田東 IC」（名古屋方面から）より

文化ゾーン方向へ車で約 5 分【駐車場有】
※駐車台数に限りがあります。
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2016 年度会員御希望の方へ

龍谷大学福祉フォーラム入会申込書
龍谷大学福祉フォーラムに、下記のとおり入会申込みをします。

申込日      年   月   日

□ 一般   □ 本学卒業生    □ 本学学生

該当する□にチェックをしてください。

□ 希望する   □ 希望しない

該当する□にチェックをしてください。

ご質問・ご要望等などありましたらご記入ください。

E-mailアドレス

〒     －    

備 考

属

図　書　館
利用カード

性

電 話 番 号

お 名 前

フ リ ガ ナ

ご 職 業

ご 住 所

＊個人情報の取り扱いについて＊
上記で伺いました個人に関わる情報は、個人情報保護法及びこれに準拠した学内の取り決めに従い、厳正に情報を
管理し、本学事業以外には利用いたしません。

FAX：077–543–7771
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　本学では現代社会の要請に応え、本学における研究の成果を地域社会に還元し、大学の社会的使命の一端を果たすこ
とを目的として、1977年から龍谷講座を開講しています。
　今回のシリーズまでに788回の講座を無料で地域社会に開講し、多くの方に御受講いただいています。

福祉フォーラム入会案内

福祉フォーラムは会員制の組織です。
●年度会費／2,050円
●申込方法／ホームページから手続き、または福祉フォーラム事務局までお問い合わせください。
●申 込 先／ホームページ　http://www.soc.ryukoku.ac.jp
　　　　　　福祉フォーラム事務局　TEL.077-544-7291

これからの福祉を考える

山田　容（本学社会学部准教授）
　近年、待機児童や介護離職についてその深刻さがよく取り上げら
れており、保育士や介護福祉士など福祉現場で働く人達の労働条件
の問題も併せて関心をもたれるようになってきました。 
　育児や介護は永く家族、特に女性が担ってきた仕事であり、日本
の社会福祉政策は家族の責任と負担を基本に作られています。しか
し、家族の構成人員は減少し、共働きは増加し、所得も下がりつつ
ある状況で、家族は福祉力を低下させ、様々な問題となってあらわ
れ、女性の負担は更に増大しています。
　その解決方法としては公的な福祉サービスの拡充がもっとも望ま
れます。しかし厳しい財政状況もあって有料のサービスの導入によ
る対処が目立ちますが、そこに経済力による格差やサービスの質な

どいくつもの新たな課題がうまれています。
　これまで社会福祉が対象としてきたのは「社会的弱者」と言われる人たちでした。しかし今日、
もはや誰もが何らかの「弱さ」を抱えていると言っても過言ではありません。「支え合い」は単な
る理念ではなく切実な対応策になっています。
　そこで求められるのは福祉課題についての社会と家族の関係性の見直しと新たなあり方の構築で
す。福祉フォーラムは、大学と地域をつなぎ共生社会を創出していきたいと考えています。社会と
いう広がりの中で、地域の皆様の知見や実践をもとに大学の特性を活かしながら、「福祉＝幸せ」
について考える場でありたいと願っています。

筒井 のり子（本学社会学部教授）
　日本社会の自殺率は、他国に比べても高水準で推移しており、現
代社会からの「孤立化」や「貧困」の問題にどう向き合うかが大き
な課題となっています。また、昨今、都市部、農村部を問わず、少
子高齢化の進展により人口が減少し、まちの機能を維持することが
難しくなってきている地域も出てきました。その他にも、安心して
子育てできる環境をどのように作って行くのか、大規模災害から
人々を守っていくにはどのように守っていくのかなど多くの課題が
現代社会に生じています。
　これらの現代社会が直面する課題に対応するには、社会福祉関係
の機関や施設だけでなく、企業・商店街・農協・自治会・NPO、
そして行政や学校等、多様な組織の存在が需要となってきます。また、それと同時に、これらの多
様な組織で活躍できる人材を育成していくことが大学に求められています。
　そこで、龍谷大学社会学部では、このような現代社会が求める新たな福祉的課題に対応出来る人
材を輩出すべく、2016年４月より、これまで社会学部で展開してきた「地域福祉学科」と「臨床福
祉学科」を統合し、新たに「現代福祉学科」を開設します。
　新たな学科では福祉現場での高度な専門的援助ができる人材を育成する他に、地域社会の一員と
して、社会貢献していくための知識や方法を学び、「多様な領域で発揮できる社会貢献力」の養成や、
社会福祉を基礎にして、障がい・貧困・虐待など様々な重荷を複合的に背負いながら学校に通う子
どもたちに生きる力を育むことのできる教員養成などを行います。
　これらの人材育成を通じて、現代社会に生じる新たな課題に対応していきたいと考えています。

フクシが変わる フクシで変わる

龍谷大学社会学部は、新たに現代福祉社会科を設立いたします。時代のニーズに合わせて、
人や地域に寄り添いながら、「社会」を変える力を養成します。

2016年4月 龍谷大学社会学部現代福祉学科設置

時　間／13：30～15：00　定員／各講座200名
会　場／龍谷大学深草キャンパス
　　　　21号館６階603教室
※定員を超過した場合、入場いただけないこともございます。

無料
事前申込不要

〈第１回〉 〈第２回〉 〈第３回〉No.788 No.789 No.790５月14日㈯ ６月11日㈯ ７月９日㈯

障害者福祉制度の
これからを考える

子どもの貧困と
子育て・子育ち支援

回想法を学ぼう
～「思い出」を今に活かす対人援助方法～

樽井　康彦 （本学社会学部講師）

　近年、わが国の障害者福祉の制度
は、大きな変革期を迎えています。
主なものだけでも障害者虐待防止
法の施行（2012年10月）、障害者総合
支援法の施行（2013年４月）、国連・
障害者権利条約の批准（2014年１
月）などが挙げられ、さらに2016年
４月からは障害者差別解消法が施
行されます。このように、大きな岐
路に立つわが国の障害者福祉制度
が今後目指すべき方向について、
ノーマライゼーションや共生社会
といった基本理念を踏まえながら、
考えていきます。

山田　容 （本学社会学部准教授）

　近年、子育て家庭の貧困の広がり
が顕在化してきています。この傾向
は特に母子家庭に強く見られ、母親
は就労に追われ、子育てに十分なエ
ネルギーが注げない現実も見られ
ます。日々の生活に追われる中で、
生活の維持が優先されることは不
思議ではありません。しかし、この
ような状況は、子どもの育ちにも影
響が及び、看過できない問題です。
もちろん、子育てにおける親の責任
はありますが、これからの子育ては
親とともに地域、社会がともに担う
ことが必要になってきています。そ
のための視点や展開について考え
る機会をもちたいと思います。

西川　淑子 （本学社会学部教授）

　回想法は、1960年代にアメリカ
の精神科医であったロバート・バト
ラーによって提唱された高齢者に
対する対人援助方法です。近年、高
齢者施設でのケアはもとより、介護
予防や自立支援に効果があると注
目されて、さまざまな取り組みが各
地で行われています。高齢者と心を
つなぐ回想法をご一緒に学んで、あ
なたの周りの方々に実践してみま
せんか？
　思い出を伺う私たちにとっても
大きな感動があります。

１.フォーラム事業（講座、フォーラム等）に会員割引にて参加出来ます。
２.本学教員と協力して、新しい研究会の企画や運営に関わることができます。
３.福祉フォーラム通信をお送りいたします。
４.龍谷大学図書館（深草・大宮・瀬田）を利用できます。
※図書館の利用には、別途手続きが必要です

福祉フォーラムは、会員の皆様と一緒に
「福祉」について考えていきます。
皆様のご入会をお待ちしております。

会員特典

福祉フォーラム通信 Vol.22 福祉フォーラム通信 Vol.22

「社会福祉」にとどまらないの学び場を提供する

龍谷大学社会学部現代福祉学科開設記念講座
シリーズ　現代福祉を考える

2016年度前期龍谷講座


